
六
二
一

第
二
十
八
章　

参
議
院
改
革
に
関
す
る
協
議　
　

（
五
〇
七
）

第
二
十
八
章　

参
議
院
改
革
に
関
す
る
協
議

五
〇
七　

参
議
院
改
革
協
議
会
を
設
置
し
た
例

参
議
院
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
諸
問
題
を
調
査
検
討
し
、
そ
の
改
善
策
に
つ
き
議
長
に
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
、
参
議
院
の
組
織
及
び
運
営
の
改
革
に
関
す
る
協
議
会
（
こ
れ
を
参
議
院
改
革
協
議
会
と
い
う
）
を
議
長
の
管
掌
の
下

に
設
置
し
た
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
八
十
二
回
国
会　

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
二
十
一
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議
院
改
革
協
議
会
を
同

協
議
会
設
置
要
綱
案
の
と
お
り
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
運
営
委
員

長
木
村
睦
男
君
は
、
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

第
九
十
二
回
国
会
（
第
十
二
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
五
十
五
年
七
月
二
十
二
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議

院
改
革
協
議
会
を
従
来
ど
お
り
存
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

第
九
十
九
回
国
会
（
第
十
三
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
二
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議

院
改
革
協
議
会
を
従
来
ど
お
り
存
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

な
お
、
第
百
二
回
国
会
昭
和
六
十
年
二
月
十
三
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置



六
二
二

要
綱
を
改
正
し
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
運
営
委
員
長
遠
藤
要
君
は
、
参
議
院
改
革
協
議
会
の
改
組
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

第
百
七
回
国
会　

昭
和
六
十
一
年
九
月
十
七
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議
院
改
革
協
議
会
を
同
協
議
会

設
置
要
綱
案
の
と
お
り
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
運
営
委
員
長
嶋
崎

均
君
は
、
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

第
百
十
六
回
国
会　

平
成
元
年
十
二
月
一
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議
院
改
革
協
議
会
を
同
協
議
会
設

置
要
綱
案
の
と
お
り
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
運
営
委
員
長
下
条
進

一
郎
君
は
、
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

第
百
二
十
五
回
国
会　

平
成
四
年
十
一
月
六
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議
院
改
革
協
議
会
を
同
協
議
会

設
置
要
綱
案
の
と
お
り
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
運
営
委
員
長
井
上

孝
君
は
、
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

第
百
五
十
四
回
国
会　

平
成
十
四
年
三
月
十
三
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議
院
改
革
協
議
会
を
同
協
議

会
設
置
要
綱
の
と
お
り
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
運
営
委
員
長
山
崎

正
昭
君
は
、
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

第
百
六
十
一
回
国
会　

平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議
院
改
革
協
議
会
を
同
協
議



六
二
三

第
二
十
八
章　

参
議
院
改
革
に
関
す
る
協
議　
　

（
五
〇
七
）

会
設
置
要
綱
の
と
お
り
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
運
営
委
員
長
溝
手

顕
正
君
は
、
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

第
百
六
十
八
回
国
会　

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議
院
改
革
協
議
会
を
同
協

議
会
設
置
要
綱
の
と
お
り
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
運
営
委
員
長
西

岡
武
夫
君
は
、
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

第
百
九
十
三
回
国
会　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議
院
改
革
協
議
会
を
同
協
議

会
設
置
要
綱
の
と
お
り
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
運
営
委
員
長
山
本

順
三
君
は
、
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

第
二
百
四
回
国
会　

令
和
三
年
五
月
十
四
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議
院
改
革
協
議
会
を
同
協
議
会
設

置
要
綱
の
と
お
り
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
運
営
委
員
長
水
落
敏
栄

君
は
、
参
議
院
改
革
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

ま
た
、
我
が
国
の
二
院
制
下
に
お
け
る
参
議
院
の
在
り
方
に
関
す
る
諸
問
題
と
そ
の
改
善
策
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る

た
め
、
議
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
参
議
院
改
革
協
議
会
に
代
え
て
、
参
議
院
制
度
改
革
検
討
会
を
設
置
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
百
三
十
四
回
国
会　

平
成
七
年
十
月
五
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議
院
制
度
改
革
検
討
会
を
同
検
討



六
二
四

会
設
置
要
綱
案
の
と
お
り
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
運
営
委
員
長
志

苫
裕
君
は
、
参
議
院
制
度
改
革
検
討
会
の
設
置
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

参
照　

三
〇
五
号

五
〇
八　

参
議
院
改
革
協
議
会
が
報
告
書
を
提
出
し
た
例

参
議
院
改
革
協
議
会
に
お
い
て
参
議
院
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
諸
問
題
の
改
善
策
に
つ
い
て
結
論
を
得
た
と
き
は

議
長
に
報
告
す
る
。
参
議
院
改
革
協
議
会
が
議
長
に
報
告
書
を
提
出
し
た
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
九
十
六
回
国
会	�



昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
四
日　

総
予
算
審
査
方
式
の
改
善
及
び
当
面
の
運
営
問
題
に
つ 

い
て

第
九
十
八
回
国
会	

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
十
八
日　

調
査
特
別
委
員
会
設
置
等
に
つ
い
て

第
百
二
回
国
会	�



昭
和
六
十
年
二
月
五
日　

電
子
式
投
票
装
置
に
よ
る
投
票
方
式
の
採
用
及
び
そ
れ
に
用
い 

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
多
目
的
利
用
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）

同	

昭
和
六
十
年
二
月
二
十
八
日　

議
員
派
遣
の
問
題
に
つ
い
て
外
二
件

同	

昭
和
六
十
年
四
月
十
五
日　

常
会
の
一
月
召
集
の
問
題
に
つ
い
て



六
二
五

第
二
十
八
章　

参
議
院
改
革
に
関
す
る
協
議　
　

（
五
〇
八
）

同	

昭
和
六
十
年
六
月
十
九
日　

請
願
審
査
の
充
実
に
つ
い
て
外
二
件

第
百
三
回
国
会	�



昭
和
六
十
年
十
一
月
二
十
日　

調
査
特
別
委
員
会
の
拡
充
強
化
及
び
常
任
委
員
会
、
特
別 

委
員
会
の
再
編
を
図
る
問
題
並
び
に
委
員
会
定
例
日
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
外
七
件

第
百
二
十
回
国
会	�



平
成
三
年
五
月
八
日　

社
会
労
働
委
員
会
の
分
割
及
び
常
任
委
員
会
の
所
管
の
見
直
し
に 

つ
い
て

第
百
二
十
一
回
国
会　

平
成
三
年
九
月
三
日　

常
会
の
一
月
召
集
に
つ
い
て

第
百
三
十
二
回
国
会	�



平
成
七
年
六
月
一
日　

「
参
議
院
本
会
議
議
事
速
報
」
及
び
「
参
議
院
予
算
委
員
会
総
括 

質
疑
速
報
」
の
発
行
に
つ
い
て
外
五
件

第
百
五
十
六
回
国
会	

平
成
十
五
年
一
月
二
十
九
日　

決
算
の
早
期
審
査
の
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て

同	

平
成
十
五
年
七
月
二
十
八
日　

当
面
の
課
題
に
つ
い
て

第
百
五
十
九
回
国
会	

平
成
十
六
年
六
月
十
一
日　

平
成
十
六
年
度
Ｏ
Ｄ
Ａ
派
遣
に
つ
い
て

第
百
七
十
四
回
国
会	

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日　

参
議
院
選
挙
制
度
の
抜
本
改
革
に
つ
い
て

第
百
九
十
六
回
国
会	

平
成
三
十
年
六
月
一
日　

参
議
院
に
お
け
る
行
政
監
視
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

ま
た
、
参
議
院
制
度
改
革
検
討
会
が
議
長
に
報
告
書
を
提
出
し
た
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
百
三
十
九
回
国
会　

平
成
八
年
十
二
月
十
六
日　

委
員
会
審
査
及
び
調
査
の
充
実
に
つ
い
て
外
四
件



六
二
六

第
百
四
十
二
回
国
会　

平
成
十
年
六
月
十
六
日　

代
表
質
問
の
在
り
方
及
び
通
常
選
挙
後
の
調
査
会
に
つ
い
て

五
〇
九　

参
議
院
改
革
に
関
し
、
第
三
者
機
関
を
設
置
し
た
例

参
議
院
改
革
に
関
し
、
議
長
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
、
有
識
者
を
委
員
と
す
る
第
三
者
機
関
を
設
置
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
六
十
六
回
国
会
閉
会
後　

昭
和
四
十
六
年
七
月
三
十
日
議
長
河
野
謙
三
君
は
、
八
人
の
有
識
者
を
委
員
と
す
る

「
参
議
院
問
題
懇
談
会
」
を
設
置
し
た
（
同
年
九
月
二
十
三
日
、
同
懇
談
会
は
「
参
議
院
運
営
の
改
革
に
関
す
る
意
見
書
」
を

議
長
に
提
出
し
た
）
。

第
百
十
二
回
国
会　

昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
二
日
議
長
藤
田
正
明
君
は
、
五
人
の
有
識
者
を
委
員
と
す
る
「
二
院

制
下
に
お
け
る
参
議
院
の
あ
り
方
を
考
え
る
研
究
会
（
参
議
院
制
度
研
究
会
）」
を
設
置
し
た
（
同
年
十
一
月
一
日

（
第
百
十
三
回
国
会
）、
同
研
究
会
は
「
参
議
院
の
あ
り
方
及
び
改
革
に
関
す
る
意
見
」
を
議
長
土
屋
義
彦
君
に
提
出
し
た
）
。

第
百
四
十
五
回
国
会　

平
成
十
一
年
四
月
二
十
三
日
議
長
斎
藤
十
朗
君
は
、
七
人
の
有
識
者
を
委
員
と
す
る
「
参
議

院
の
将
来
像
を
考
え
る
有
識
者
懇
談
会
」
を
設
置
し
た
（
平
成
十
二
年
四
月
二
十
六
日
（
第
百
四
十
七
回
国
会
）、
同
懇
談

会
は
「
参
議
院
の
将
来
像
に
関
す
る
意
見
書
」
を
議
長
に
提
出
し
た
）
。



六
二
七

第
二
十
八
章　

参
議
院
改
革
に
関
す
る
協
議　
　

（
五
〇
九
）

な
お
、
両
院
議
長
の
下
に
、
国
会
議
員
の
互
助
年
金
等
に
関
す
る
調
査
・
検
討
等
を
行
う
た
め
、
有
識
者
を
委
員
と
す

る
第
三
者
機
関
を
設
置
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
百
五
十
九
回
国
会　

平
成
十
六
年
六
月
十
六
日
、
本
院
議
長
倉
田
寛
之
君
及
び
衆
議
院
議
長
河
野
洋
平
君
は
、
六

人
の
有
識
者
を
委
員
と
す
る
「
国
会
議
員
の
互
助
年
金
等
に
関
す
る
調
査
会
」
を
設
置
し
た
（
平
成
十
七
年
一
月
二

十
日
（
第
百
六
十
一
回
国
会
閉
会
後
）、
同
調
査
会
は
「
国
会
議
員
の
互
助
年
金
等
に
関
す
る
調
査
会
答
申
」
を
両
院
議
長
に
提
出
し

た
）
。


